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論　　文　　の　　要　　旨
　本研究ではヨインドネシア西部ジャワ州ガルート県の畑作農村を対象に、農家の食料消費行動か
ら農家の類型区分を行い冒農家の類型別に農家所得及び家族の生理的な食料必要量が食料消費に及
ぼす影響の程度を推計している。
　分析に便った主なデータは，階層構成別に選定した23戸の1985年8月1日から1986年7月31日ま
での1年問のヲ日々の現金取引ヨ現物取引の記録調査データである。データの数はu萬に達してい
るのでヨデータは全てデータベースにインプットしてから加工されている。分析から次の結果が示
されている。
農業及び農家経済：この地域の畑作は全て寄パラビジャ（大豆雲キャッサバラ落花生蓼トウモロコ
シ等）とタバコを組み合わせた複雑なトンパンサリ（混作方式）で行われている。現金作物として
はタバコが最も重要である。水田はごく一部の農家が耕作しているにすぎない。
　農業所得は耕作面積と作物構成の違いによって相当の開きがある。零細な農業を支えるためにラ
純農村にもかかわらず兼業依存率が極めて高い。兼業所得も業種によって開きがある。兼業の種類
はう行商、馬車引きヲキャッサバの加工（オパック争クルプック）言大工冒雑貨商などヨ農産物の販
売、加工夢運搬など村の申の生産ヨ生活に密着した伝統的な雑業が主である。これら雑業の収入は
概して小さい。新しい自営業としてトラックやミニトラックを便った運搬業がそれぞれ1戸存在し
ている。教師の給与はラ村の中では大きな収入である。
飲食費構成：家計支出の53％は飲食費である。飲食費の60％は購入である。つぎの理由から純農村
にもかかわらず自給率は僅かに25％にすぎない。水田が少なくラ米の大部分は市場に依存しなけれ
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ばならない。大豆、キャッサバなども一旦現金作物として市場にでてからテンペ（納豆）ヨ豆腐ヨオ
パックなどに加工されて消費されるのでヨ生産農家が直接消費する部分は少ない。
　飲食費のうち害隣人や親戚などからの貰物が10％に達しており里7％を他へあげている。このよ
うな相互扶助の慣行が村の人々の生活に果たしている役割は大きいと思われる。
　食料消費からみた農家類型：ジャワでは、慣行的な食習慣が深く根付いている。しかし一方では雪
近年変化もみられる。肉など里インドネシアで町の食べ物とよばれるものが農村でも食べられるよ
うになってきた。そこで、在来の食料消費と新しい動きの二つの相を明らかにするために写農家を
変数に曹飲食費費目の支出額をサンプノレにおいた主成分分析からつぎの結果を得ている。
　寄与率の大きい第1成分の飲食費費目のスコアでは米が圧倒的な大きさを示しておりヨつぎに魚，
椰子油雪肉事野菜，菓子ヨ果物ラテンペ雪椰子糖が続いている。これらは雪在来の慣行的食事パター
ンを示している。
　第2成分の飲食費費目のスコアでは飯だけが大きい。この成分の因子負荷量の大きい農家は土地
無し労働者の家庭で事結婚して子供もいるが。親達から多くの飯をもらって生活している。そこで
この農家を依存型農家と読んでいる。
　第3成分の飲食費費目のスコアでは音肉害菓子、魚ラ卵など冒町の食べ物と呼ばれるものが大き
い。この成分の因子負荷量の大きい農家は冒トラック運送などの事業を営んでいる農家ラ教師ヨ村
の中ではただ一人のカレッジ卒業者でミニトラック運送業を営んでいる農家などう資本や教育を必
要とする新しい兼業の農家である。これらの農家は肉を購入して食べることが多い。そこでこの3
戸を新型農家と呼んでいる。また，この新型農家と依存型農家を除く亙9戸の農家を普通型農家と呼
んでいる。
　農家類型別にみた食料消費行動：在来の食料消費と新しい動きの二っの相を明らかにするため
に、新型農家を含む全農家とう全農家の中から慣行的な普通型農家だけをとりだしたグループにつ
いて雪、それぞれに食料消費の回帰分析を行っている。従属変数は家計費費目及び飲費費目である。
説明変数としては農家所得と家族消費単位をとりあげている。農家所得は冒経済的変化が食料消費
に及ぼす影響を確かめるためである。また害家族の生理的な食料必要量が食料消費に及ぼす影響を
確かめるために雪家族の全必要カロリーを成人男子の必要カロリーで換算して家族消費単位を求め
て説明変数としている。
　回帰式は菅加法モデルと乗法モデルを適用している。乗法モデルでは、農家所得と家族消費単位
の両者の食料消費項目への影響の強さを確かめるために標準偏回帰係数を求めている。
　分析の結果から注目すべき次の知見を得ている。すなわちヨ新型農家を含む全農家ではヨ経済的
要因である農家所得が魚ラ肉雪卵ラミルク事椰子糖などの食晶の消費量に大きな影響を与えており害
家族消費単位は食料消費量にそれほど影響を与えていない。ところが、普通型農家グループだけに
ついてみると官家族消費単位が米ヨテンペ雪椰子油，椰子糖などの消費量に大きな影響を与えてい
る。農家所得とこれらの関係は大きくない。
　普通農家では、魚の消費量はほぼ同じでヨ米ヨテンペラ椰子油雪椰子糖などは家族の必要に応じ
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て増減している。すなわちヨ経済的要因よりはヨ家族の食料に対する生理的な必要度が優先してい
る。
栄養の価格：家族の標準栄養必要量を満足しているとみなされるのは害カロリーべ一スでは23戸の
うち8戸，タンパク質べ一スでは4戸にすぎない。
　農家が摂取した栄養の価格をみるとラタンパク質1グラム当たり価格は雪大豆製晶のテンペと魚
が最も安く、次に米が安い。肉は極めて高くてヨテンペの4倍以上である。カロリー当たりの価格
は米と椰子油が最も安い。すなわちヲ最も安い栄養源である米ヨ魚ヨテンペ菅椰子油などが慣行的
なメニューの基本となっている。
農業1食料政策への示唆：最近争インドネシアでは経済の活性化が徐々にすすんできている。また
稲作農業の一定の発展の結果冒全国的には食料需給関係も改善されてきている。しかしヲ村レベル
の実態をみるとヨ人々の食料消費の水準は芽まだ満足すべき状況ではないと思われる。これらの改
善のためにはつぎの点が重要である。
　第亙にラ畑作の村では、純農村にもかかわらず食料の大部分を市場に依存しているのでヨ人々はラ
農業であれ言兼業であれう安定した現金収入がなくては食料確保ができない。とくに，零細な農家
や土地無し農民にとっては、村の中での兼業機会が家族の生活を決定的に左右することになる。し
たがって争農村に安定した就業機会を保つことが農民家族の栄養充足の面から重要であり、農村生
活の面からも在来の雑業を重視しなければならい。
　第2にヨ経済発展にともっなてヨ肉などの事いわゆる町の食べ物の消費量も増加すると思われる
が里しかし里村の中で多数を占める普通型の農家では里家族の栄養は穿米罫魚争大豆製品事梛子油
や梛子糖など冒インドネシアの自然環境のなかで生産された事栄養当たり単価の安い伝統的な食晶
に依存している。それだけに、米。パラビジャ（普通畑作物）の安定供給のための技術開発と条件
整傭が重要である。
審　　査　　の　　要　　旨
　インドネシアでは事水田地帯における稲作生産生産力の発展等の結果害国民の栄養水準は徐々に
改善されてきている。しかし、国際的に見るとラ栄養摂取水準はまだ低く書特にタンパク質の摂取
量がきわだって少ない。また都市と農村の経済的な格差が大きく、農村の貧困とエンゲノレ係数の高
さが特徴的である。
　インドネシアの畑作地帯はヨ水田地帯とは異なって緑の革命等ラ技術革新の恩恵を受けるところ
が少なく雪生産力の発展が停滞し、水田地帯との経済的格差が広がってきている。このような背景
のなかでインドネシア政府は第5’次5ケ年計画で畑作地帯の発展にプライオリティを置いている。
ところが畑作農村の実態にっいての情報はきわめて少ないのが現状である。それだけに本研究の畑
作農家の食料消費に関する克明な実証分析は、インドネシアのみならず蓼条件の似た東南アジアの
畑作農民の生業と生活を知るうえできわめて貴重である。
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　分析の方法にも工夫がみられラ農民の食生活における憤行的な行動の析出に成功している。分析
から得られた知見は膨大な人口をかかえる発展途上国の農業1食料政策に重要な示唆を与えるもの
と期待される。
　よって事著者は博士（農学）の学位を受けるセこ十分な資格を有するものと認める。
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